
 

 

容器包装のリサイクルについて 
 

 飲み物や食べ物は、みんな容器に入っていたり、包装に包まれています。 

中身の品質をおいしい状態で守ったり、ばい菌によって腐ったりしないように。 

また、運びやすくいろいろな工夫がされている｢容器や包装｣。 

 種類も、プラスチック・ＰＥＴボトル・ガラスびん・紙・缶などさまざまです。

こういった容器や包装は、みなさんが飲んだり食べたりした後、お住まいの市町村

のルールにしたがって出すと、素晴らしい資源に生まれ変わることができるのです。 

 

 

  ❶ わたしたちにできることは ？ 

 

 



 

 ❷ リサイクルの流れを見てみよう 
【ガラスびん】 

 
 
【ＰＥＴボトル】 

 



 

【紙】 

 

 

【プラスチック】 

 



 

❸ 容器包装かどうかのポイントは ？ 

 

❹ 分けて出すときのポイントは ？ 

 

【お問い合わせ先】公益財団法人日本容器包装リサイクル協会 企画広報部 
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-14-1 郵政福祉琴平ビル２階 ＴＥＬ：03-5532-8610（直通）

容リ法でいう「容器」「包装」とは、商品を入れたり包んだりしているもので、 
中身を出したりすると不要になるものです。 

分別方法は市町村によって異なります。お住まいの市町村のルールにしたがってください。 

刃物などの危険物や医療系廃棄物をリサイクルに出さないで！

 

このマークを目印に分別しましょう 


